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【講演概要】 

2021 年の福島原子力発電所の事故のあと、日本の原子力安全規制の法体系は大きく変容した。それ

らの法規制からいくつかを選んで（40 年運転規制、バックフィット、原子力規制検査を予定している）、法学

者の拘り、基本前提の観点から、分析する。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講演概要】 

世界と日本のエネルギー需給構造を概観し、資源輸入への依存や地政学的リスクがもたらすエネルギ

ー危機と、家計・産業への影響を解説する。さらに、国際的な気候変動政策の動向と、日本のカーボンニ

ュートラル・GX 政策、排出量取引制度を紹介する。安定供給、経済性、環境適合を両立させるための政

策のあり方を考える。 
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究所・原子力安全規制研究班・主査（現職）。都市計画と法政策学との連携推進研究
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年 11 月 30 日）を素材として 」、「不確実な事実を法的にどう扱うか―原子力裁判を素

材として 」（いずれも日本エネルギー法研究所報告書）など。 
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